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今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ

～ハンセン病と人権～
【悲しい歴史を繰り返さない】

　ハンセン病は古くから知られている病気で、国の政策に

より強制的に隔離され、本人だけでなく、家族も偏見や差

別を受け、かけがえのない多くの方々の人生が奪われまし

た。病気が治っても家族の元へ帰れず、社会復帰が難しい

状況にあり、今もなお、多くの方々が、療養所での生活を

余議なくされています。ハンセン病問題の歴史を学び、交

流を重ね、差別解消の心を育んでいきましょう。

　ふれあいフェスタの風物詩とも言える
『ふれあい鍋』には毎年大行列ができま
す。先頭の男性は、なんと１時間も前か
ら並んでいたそうです。アツアツの豚汁
は格別においしかったことでしょう！ま
た来年が楽しみですね。
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『大行列のふれあい鍋』
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